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I 問題の所在

『社会科教育学研究』誌上で展開された山口 草原・森

分の「社会科地理」教育論争は 1) 教育課程における地

理教育の目的と位置づけを考える 1つの契機となった。

計 5回に及ぶ応酬を経て表向きは両論の相違が浮き彫り

になり，議論は収束したかにみえる。しかし，一連の議

論で新たな問題がみえてきたのも事実で，実のところ本

論争はますます混迷の度を深めているのではないか。

第 1に，山口一草原・森分は，なぜ対立しなければな

らなかったのか， という問題である。実は両者とも地理

の教授を前面に押し出した地理教育論を批判し，公民・

市民育成のための「社会科地理」を擁護している点では

一致をみている。しかし なぜか議論は噛み合わない。

「ネ士会科地理」という同じ言葉を用いながらも，それが意

味するものが異なるからであろう。「社会科地理」とは

いったいどういう教育論なのか その本質規定は未だ合

意に至っていない。

第 2に，山口 草原・森分それぞれが提起する「社会

科地理」概念のうち，どちらがより論理的で合理的か，

という問題だ。とかく定義問題はすれ違いの不毛な論争

を生みやすい。「私は……を社会科地理と呼ぶ」と定義さ

えすれば，概念は無限に乱立しうるからである。そこで

今回は相対主義への道を避けるために，定義それ自体で

はなく，定義された教育の効果・ l帰結のほうに焦点をあ

てて議論したい。幸いにも両者は 公民・市民を育成す

るのが「社会科地理」という理念にかぎ、って考えを共有

している υ。双方の考える「社会科地理J論とそれにも

とづく指導を論理的に再構成し いずれが真に公民・市

民を育成しているかを比較検討すれば社会科地理Jの

本質に迫ってゆけるのではないかヘ

以下，本稿では，はじめに地理の指導を目的視した地

理教育論一一これを「地理主義教育論」と呼ぼう1)ーの

再現を試みる (II)。次にそれに対峠する別の地理教育

論を提示する (m)。途中両者の教育思想の違いをクリ

アにするため，それぞれの論の柱を 10のテーゼにまとめ
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たい。最後に両論にもとづく地理指導の論理的実際的帰

結を検討し社会科地理」の理念はどのようにして実現

されるのか社会科地理j教育論争とは何だ、ったかを明

らかにしよう (N)。

H 地理主義教育論の構造

(1 ) 地理教育の目的と内容編成

「地理主義教育論」。この言葉から受けるイメージは，

千差万別に違いない。ここでは最大公約数的な見方を定

式化し，明示することで，筆者の立論の批判可能性を担

保したい。

1 A. 教科には，それの存立を支える学問が 1対 1の関

係で存在する。歴史教育の基板となるのが歴史学であ

り，地理教育の基盤を与えているのが地理学である。

2 A. 地理教育とは 地理学が長い歴史を経て確立し，

洗練させてきた「地理的見方・考え方(地理認識)Jを

育成する営みである。

3A. なぜ「地理的見方・考え方」の形成が求められる

かといえば，地理学は他の学問とは異なる独自の視点

と方法で地域を解明し 私たちに深い洞察をもたらし

ているからである。子どもにこれらの視点と方法を教

授したならば，世界像の形成に，ひいては人間形成に

も資するに違いない。

4A. I地理的見方・考え方Jとは ①研究対象を地域の

自然 人間の関係において成立している「環境」事象

に絞り込んで，その相互関係を研究できること，ある

いは②研究対象を「空間」的な尺度(点・線・面)に

変換し表現して，その特性を研究できることである。

5A. 地理教育の意義をできるだけ引き出そうとすれば，

4Aの「地理的見方・考え方」を，他の領域とは一線

を画して優先的に，学年を通じて体系的系統的に指導

してゆく必要がある。

地理教育が「地理教育」であるのは地理的見方・考
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え方Jの育成を目的とする点にある。これは地理教育の

存在理由に関わる最重要なポイントで，譲ることのでき

ない不可侵な課題といってよい。ゆえに地理教育のあり

方を論じようとすれば，なにより「地理的見方・考え方

とは何かJを確定することが問われるし，事実この内実

をめく寺つては各種の提案が行われてきた九論者で結論

には微妙な相違がみられるけれども，基本的には地理学

者が何をどのように捉えてきたかを集約すれば，おのず

と「地理的見方・考え方」も明らかになるに違いない，

との仮定に立っているヘ

具体的には，第 1に，地域の事実のうち，知るに値す

るものを白然と人間，それらの接点に関わる事象に限定

する。具体的には，地域の①白然，②人口，生活・文化，

③資源・産業など。これら以外は地理的事象とはみなさ

れない。例えば，アルゼンチンならパンパとそこの農業

こそ取り上げるべきで 財政破綻や政治腐敗などの社会

的事象は地理的でない」ので，おのずと対象から外さ

れる。第 2に， 1で絞り込まれた事象を，さらに空間的

な尺度で捉え直した事象へ変換し記述する。たとえ 1で

排除された事実も，空間的に位置づける限りにおいて理

解の対象となる。例えば ①事象の点的把握→位置・立

地，②線的な把握→結びつき・移動，③面的な把握→分布・

地域区分，④面と面の関係把握→地域的な差異・規定関

係などが，代表的な対象把握の方法であろう O アルゼン

チンの政治体制弘同体制の空間的広がりや他地域との

関わりであれば，例えば.ODA資金の流れや日本との支

援関係として捉えたならば 「地理的である」と看倣され

救済される。

このように「環境」という視点と「空間」という方法，

三重の縛りを盾に対象を地理的事象に絞り込み，それの

地域性や規則性を明らかにする これが「地理的見方・

考え方」の大枠であろう。このような見方・考え方を養

えば，物事を総合的に生態学的に捉える力を養い，子ど

もの世界像や空間認識を豊かにできる，さらには地域の

調査を通じて郷土愛や国際性が芽生えるなどの副次的な

教育効果も期待できる。「地理的見方・考え方」には，そ

れを形成することで派生・発展してゆく限りない教育的

価値が秘められているわけである。したがって，地理は

できるだけ他領域から侵され不合理な扱いを受けないよ

うに，優先的に独立した地位の下に教授される必要があ

る。とくに空間や環境などの概念をつかませるのは容易

ではないので，初等段階から系統的段階的に指導される

のが望ましいわ・・・ー・ このようにまとめられる。

6 A. I地理的見方・考え方」を育成する内容編成は，地

理学の体系に対応する形で，①地誌，②系統地理，③応

用地理(主題)学習が想定できる。主たる内容編成は

前二者で，地誌では 地域的な固有性を把握させるの

に対して，系統地理では，地域を離れた一般的な規則

性を把握させようとする。

7 A. 地誌・系統地理の指導で注意すべきことは，対象

の把握に深入りすることである。あくまで地理的事象

の研究に留まるべきで，地域の自然・社会の構造，人

間の思想・行動の把握に立ち入るのは避けたい。自然

については地形学・気候学・土壌学などが，人間や社

会については政治学-経済学・社会学・心理学などが

解明しており，地理学固有の対象はない。深入りすれ

ば，地理教育でなくなる。

8 A. 主題学習の指導で注意すべきことは地理的見

方・考え方」の育成に相応しい対象とその捉え方を用

意することである。社会的事象・問題を取り上げるに

しても，例えば，空間的な結びつきで捉えやすい人口

移動の問題(移民)に あるいは環境論的な視点で説

明しやすい生態系の問題(開発・保全)に限定し，そ

れの地域的な同有性や一般的規則性の把握に専念させ

るべきである。

「地理的見方・考え方」の形成で次に問われるのは，同

資質をどのようなカリキュラムで指導するかである。一

般には一学習指導要領でも一地誌学習，系統地理学習，

主題学習の内容編成で指導されている。なぜなら，母体

の地理学が，現にこれらの 3領域(地誌学・系統地理

学・応用地理学)で地理的事象の記述，説明につとめて

いるからである。「地理的見方・考え方j を計画的体系的

に育成しようとすれば 地理学の構造に準拠して 3つの

地理学研究を追体験させるのが合理的ということになる。

①地誌学であれば，地理的事象を地域的なまとまりで総

合し，個性・特色を描き出す，②系統地理学では，地理

的事象を分析し，地域に拘束されない原理・法則を定立

させる，③応用地理学では 空間や環境に関する課題を

地図化したり，解決策を検討させたりする。初等中等教

育の場合，多少の教育的な配慮はやむをえないが，基本

的には上述のような学問の実態を踏まえて，地誌と系統

地理をメインとしたカリキュラムが提示されることにな

るだろう。

地理の指導で留意すべきは 「地理的見方・考え方」の

育成という本来のねらいから逸脱することである。地理

的事象を分析・総合していると つい事象それ自体の面

白さや構造に引き込まれ 人間・社会の学習に発展しそ

うになるが，それは厳に戒めるべきである。あくまで地

誌や系統地理の範陪を越えてはいけない，主題学習で扱

う社会的な事象も 環境に関わる景観や森林伐採・温暖

化，あるいは空間的に変換された人口移動や貿易，国際

関係などの問題に限って， これらの事象の地域的特色や

法員rj性を探求させるのが望ましいヘすなわち，地理的

事象の地誌的・系統地理的・応用地理的学習こそ地理

つ臼
門
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的見方・考え方」の育成に相応しい内容編成である。例

えば，中国の階層分化の要因・影響を考えさせる 9) 東

南アジアの開発独裁の構造を探らせる lへあるいは北

ヨーロッパにおける福祉国家成立の背景に迫らせる山学

習は，そもそも学習対象の設定が誤っているので，地誌・

系統地理はおろか，主題学習とも看倣されない，排除さ

れて然るべきである一.... このようになるだろう。

以上のように地理主義教育論は「地理的見方・考え方」

の育成を無意識・意識的を問わず、第一義的な目標に掲げ

る，そして学習対象が地理学固有の対象から外れないよ

うに，地理学本来の視点・方法が損なわれないように，

できるだけ独立した形で教授されなければならない，と

考える教育論である。

(2) 内容編成の類型化

上のように概括できる「地理主義教育論」も，具体的

な内容編成になるとアクセントの置き方によって幾つか

のパターンに分かれてゆく。そこで「地理主義教育論」

の類型化を試み，これまでに提起された所論を各類型に

位置づけてゆくことで地理主義教育論」の広がりを明

らかにしたい。

① 地理学教育/教育的地理学教育

類型化の視点の第 1は 「地理的見方・考え方」を形成

する内容編成・学習指導の性格である。これは学問的

地理学教育論j と「教育的地理学教育論」に分けられる 0

・学問的地理学教育論:教科教育とは，基盤となる学問

の科学性を維持した上で 同学問の成果や方法を子ど

もに習得させることである。学問の成果に教育的加工

を施すと，それだけ科学的知識の再構成の程度は高ま

仏教育の名のもとに誤った知識を，または望ましい

1つの価値的態度を教え込むことになりかねない。学

問研究の方法を過度に単純化し，学習者の経験・心理

に引き付けて指導すれば それだけ得られる知識の科

学性は抑えられ不確かなものになってしまう。

-教育的地理学教育論:教科教育とは，基盤とする学問

の科学性を尊重しつつも 学問の成果や方法に加工を

施し，教育的な価値を賦与して習得させることである。

教育内容は，子どもに形成したい望ましい態度・価値

観のもとに知識を修正し，再構成した上で確定する。

教育方法には，子どもの発達特性を踏まえ，学習者の

興味・関心に寄り添い主体的な思考や活動を促すくふ

うを取り入れるべきだ。

② 内容主義/方法主義

類型化の第 2の視点は 学問性を尊重する/しないを

問わず地理的見方・考え方」のどこに教育的価値を見

出し，教授するかである。これは内容主義」と「方法

主義」に分類できる。

-内容主義:内容教科としての地理では， とくに知識に

重点をおいて指導するべきである。自分はどのような

地域に生きているか 国内外にはどのような地域が存

在し，そこにはどのような規則性がみられるかについ

て，正しい地理的知識を確実に伝達してゆくことが求

められる。

-方法主義:技能教科としての地理では， とくに知識の

得方に重点において指導するべきである。たえず情勢

が変化してゆく今日では すぐに古くなる知識は役に

立たない。子どもが生涯にわたって自分で知識を集め，

解釈し，地理的事象として表現できるスキルの育成こ

そ求められている。

③ 地理主義教育論の諸類型

「士也理的見方・考え方j 育成を目的とする地理主義教育

論は，上述 2つの視点を掛け合わせることで，表 1のよ

うな 4つの類型を設定できる。横軸には視点 lを，縦軸

には視点 2を配して 「地理学教育論Jr教育的地理学教

育論Jr地理学研究法教育論Jr教育的地理学研究法教育

論j を導いた。また，それぞれの類型には，地誌学(地

誌学習)・系統地理学(系統地理学習)・応用地理学(主

題学習)の基本三編成を位置づけ 各類型に対応したラ

ベリングを試みている。

表 1 地理主義教育論の類型化

学問的地理学教育論 教育的地理学教育論

容二義内上

地理学教育論 教育的地理学教育論

-地誌学 -教育的地誌学

-系統地理学 -教育的系統地理学

-応用地理学 -教育的応用地理学

J法主義S 

地理学研究法教育論 教育的地理学研究法教育論|

-地誌学研究法 -教育的地誌学研究法

-系統地理学研究法 -教育的系統地理学研究法

-応用地理学研究法 -教育的応用地理学研究法

(筆者作成)

「地理学教育論」は地理教育をイコール地理学教育と

みなす地理主義教育論の原型。地理学の成果は，その知

的性格をできるだけ維持したまま教授し学習させなけれ

ばならない，と考える。ただ どのような地理学の流派

とアプローチを重視するかで若干の内部分化・競合は見

られる。大きくは 伝統的な地誌を重視し，各地の地域

像を伝達し暗記させようとする理解主義 lへ地誌的教養

のみならず系統地理の理論的性格に意義を見出し，新し

い地理学の実証的・科学的手法に裏打ちされた知識を探

求させようとする説明主義山 またマルクス主義地理学

の概念を中心に現実の社会問題をリアルに捉えさせよ

うとする認識主義の地理教育論であるヘ近年では人文

主義地理学の考えに依拠し，認識主体が場所に抱くイ

メージを広げ，世界像の構築につなげようとする地理教

育論も提起されているへこれらは内容編成の形式こそ

大きく異なるけれども 地理学教育論の思想を共有する
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亜型として括れるものである。

一方で右列の「教育的地理学教育論」は，ストレート

な地理学教育を是としないc 地誌学・系統地理学を教え

るにしても，教育活動である限りは，それの教授を通し

て地域を尊重する意識を高め 郷土を愛する心を育むよ

うにへ異文化を尊重し国際社会に寄与する態度を育成

するように 17)知識を再構成して教授すべきである.ある

いは意思決定や社会参加の場面を付加し，少しでも市民

性育成に関与してゆきたしげ) とする立場であるc 教育

的な加工は内容に留まらない。指導にあたっては，シミュ

レーションやゲーム的な要素を導入する 191 地図・資料

の読解や作成に代表される作業学習を取り入れるぺこ

れら「地理的な見方・考え方」の指導効果を高める教授

法の提案も，本類型に含まれてよいだろう。

次に表 lT段の「地理学研究法教育論」。本類型は，地

理教育を地理学研究の方法を中心に再編しようとする論

である。とくに地誌学研究に欠かせない観察や聞き取り

を含むフィールドワーク三11 地誌学・系統地理学の基礎

となる地図の読み取り 地理情報の処理・加工・表現の

指導に重点化しようとする主張は. これまでにも繰り返

し提案されてきた。近年ではコンビュータ技術の進展を

受けて， GIS教育の重要性も説かれているヘ地理情報

を専用ソフトで処理することで，施設の分布凶やハザー

ドマップ，統計地図を作ったり，景観を三次元に再現し

たりする学習が提案されている。アナログ志向だ、った本

類型の最新ヴァージョンといってよい。

一方で右列の「教育的地理学研究法教育論J0 これは，

同じ野外調査や地図技能を教授するにしても，学問の論

理のみに拠って立つのでない。あくまで子どもの心理的

発達を考慮し，社会的・政治的要請にも資するように指

導をくふうして地理学研究法の教育的意義を引き出そう

とする論である。例えば 視覚・日臭覚・聴覚のあらゆる

感性を刺激して空間認知のセンスを研ぎ澄まし，それを

地図の指導に活かそうとする提言お) 子ども主体の調べ

活動を基盤に地誌・系統地理・主題学習の技法に習熟さ

せる，ただし都道府県や各国の名称・位置についてはド

リル的に授け，国民教養の定着をはかろうとする現行指

導要領の考え己U が，本類型に相当しよう。

上のように定義，分類される「地理主義教育論Jは，

「地理教育とは地理を教える」という私たちの常識に成立

基盤をもっている一一常識に合致するので，なにより違

和感を覚えさせない一。内容・方法の構造も明解で，

主張は説得力に溢れている。私たちが「優れたJ地理教

育論として聞いて思い浮かべる理論は，表 1の4類型に

ほぼ網羅されているのではないか。ただ問題は，後述す

るように，本論が自ら訴えているほどに教育効果を有し

ない，国民・市民育成をめざす教科教育としてみると.

甚だ意義が乏しい点にある。

皿 社会認識教育論の構造

(1 ) インディアナ州社会科カリキュラム

次に「地理主義教育論」の本質と限界を見極めるため

に，同論とは対照的な性格をもっインディアナ州社会科

カリキュラムに注目しよう山。カリキュラムの分析を通

じて地理主義教育論」に対峠する地理教育論を提示し

たい。

表2には，カリキュラムの全体計画を示した。横軸に

は社会科全体のスコープを，縦軸にはシークエンスを配

し，指導構想の再現を試みた。

学年排列をみると， 8学年と 9学年の間に 1つの断絶

を確認できる。初等課程と前期中等課程は， 子どもを取

り巻く社会集団の学習である。第 1学年ーから第 b学年ま

では，身近な仲間集団を起点にして，学校→近隣→コミュ

ニティー→州→国家まで， 1学年 1集団を原則にして部

分的に重なりをつくりながら配当し 子どもたち自身が

生活し帰属している社会集団を捉えさせている。続く第

6学年から第 8学年は，他所および過去の社会集団の研

究である。東西の多様な文化圏と，過去の自国を媒介に

して，間接的に現在のアメリカ合衆国を促えさせること

が意凶されている。後期中等課程になると，社会集団の

研究では手段的に借用され位置づけられてきた社会諸科

学の学習が始まる。社会科学の日的的学習とも言い換え

られる。選択科目として合衆国政治(政治学)J I世界

地理(地理学)J I経済学JI心理学JI社会学JI合衆国

史JI世界の歴史と文明(歴史学)Jの7領域が用意され

る充実振りである。このように本カリキュラムの指導理

念は， 12学年を通して「社会研究 SocialStudiesJで買が

れてはいる。しかし，シークエンスの上では，専門分化

した社会科学の学習に 総合的な社会集団の研究を先行

させる，それも此処・現存の集団の直接的な研究から，

他所・過去の集団を取り上げる間接的なそれへと連続的

に移行させている。知識成長の階層性と学年段階を巧み

にリンクさせた排列といえるだろう。

横軸に目を移すと 9つのスコープが確認できる。①社

会集団を捉える 6つの科学的視点を大枠にして，②当該

集団にかかわる近年の動向と社会的課題(時事)，③情報

を集め，解釈し，合理的な意思決定を導く方法(探求技

法)，そして④これらの知識と方法をトータルに駆使し，

自らの社会への参画のし方を考えさせる領域(市民の理

念と実践)が， )11員をおって提示されている。なお，第 8

学年までに限ってみると，社会諸科学の視点は，学問分

野の名称でなく「市民性と政治JI歴史的見方JI地時的

関係JI経済J r世界文化JI個人と社会」と記されている。

これは第 8学年以下と第 9学年以上の目標諭の違いを明

確にするためであろう。必修課程では，子どもたちが社

会集団のあり方を考え，社会集団に参画してゆける資質

4A 



「社会科地理」をめぐる論争の構図

表 2 インディアナ州社会科カリキュラムの内容編成
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草原和博

育成を日的としており その前段・手段として社会の現

状や課題を多学問的 (multi-disciplinary) に把握させてい

る，この点を強調したかったのではないかへすなわち，

広く政治的・歴史的・地理的・経済的・文化的・社会的

な見方・考え方に支えられた市民性の育成である。

(2) 社会科の目的と内容編成

インディアナ川社会科の基盤にある教育論を，前章の

「地理主義教育論」との対比で定式化してみよう。

1 B. 教科の内容・方法を支える学問は，教科の目標に

照らして選択，設定される。社会科教育の基盤となる

のは社会諸科学である。

2 B. 社会科教育とは 社会諸科学が長年かけて確立し，

洗練させてきた，社会を捉える「社会の見方・考え方(社

会認識)Jを育成する営みである。

3 B. なぜ「社会の見方・考え方」の形成が求められる

かといえば，社会科は，国家・社会の形成者として判

断し行動できる資質を(教科として)育成することを

目的としているからである。国家・社会がどのような

しくみで機能し私たちの判断・行動に影響を与えて

いるかについての知識は 国民・市民育成の基礎とし

て欠かすことができない。

4 B. ①研究対象を地域の自然人間の関係において成

立する「環境」事象として捉える，②対象を「空間J

的な尺度に変換し表現する「地理的見方・考え方」は，

「社会の見方・考え方」の一部を為している。「地理的

見方・考え方」は 国家・社会のあり様を解明するの

に必要な範囲と程度で位置づけられ，教授されなけれ

ばならない。

5 B. 社会科教育の 3の目標を効果的に達成するために

は，国家・社会のあり様の解明に欠かせない「社会の

見方・考え方」および「地理的見方・考え方」を過不

足なく確定しなければならない。またそれらが一体と

なって習得されるように 学年を通じて体系的段階的

に指導される必要がある。

インディアナ州の社会科では，教科指導の到達点を，

民主主義社会の形成者に求められる I(社会集団につい

て)思考し意思決定し 社会参加」できる技量に求め

ている m。表 2のスコープは 前述のように左から右に

向かつて内容が拡大・統合してゆくように構造化されて

おり，最右列の「市民の理念と実践」が最終的に形成し

たい学力像と解される。第8学年でいうと「学校・コミュ

ニティー組織の諸機能に，効果的に責任をもって参加し

ようとするJ姿勢である。本カリキュラムでは， とのよ

うな民主的な実践力を養う基礎として，残り 8つの「社

会の見方・考え方」が位置づけられている。

「社会の見方・考え方|の 3分の 2までを社会諸科学の

視点と方法が占めているのは 現にそれぞれの学問が専

門的知見を活かして ときに連携・協力しながら国家・

社会の現状と課題を明らかにしているからである。政治

学は統治機構の働きを，経済学は財やサービスの生産・

分配・消費のメカニズムを，社会学は個人と集団の関係

色文化人類学は文化の共通性・差異性を，歴史学は集

団の変化とそれに対する人間の(行動・決断の)影響を，そ

して地理学は集団の位置とそれに対する自然環境の影響

を明らかにしてきた。これらの枠組みから近隣・コミュ

ニティー・州一…・を解釈するとき その集団の成り立ち

がよりよく分かり 将来のあり方を考えるのに十分な材

料が得られる。換言すると，注目している国家・社会が

どのような歴史的来歴と空間的位置にあるか， どういう

白然環境と個人・集団で構成されているか，いかなる政

治・経済・社会構造に規制されているかについて理解で

きる。逆にこれらの見方が 1つでも欠けたり偏ったりす

ると，国家・社会の本質解明は揺らぎ，合理的な意思決

定に迷い，自立的な社会参加は覚束ない。本カリキュラ

ムでは，国家・社会の形成者に求められる「社会の見方・

考え方」の中核を 「科学的な社会の見方・考え}jJに求

めている。

(3) 内容編成における地理教育の位置づけ

それでは，本カリキュラムのいったいどこに地理教育

が位置づいているのか。全体として「社会の見方・考え

方」ーその一部としての「地理的見方・考え方」一一ーを

どのように形成しているか。

6 B. I社会の見方・考え方」を形成する内容編成は，社

会科学のアプローチ・体系に対応する形で，①分析的

社会研究と②総合的社会研究が想定できる。分析的社

会研究では， (個別学問の視点から)部分的に切り取ら

れた諸事象の規則性を把握させるのに対して，総合的

社会研究では， (多様な学問の視点から)事象全体の構

造を把握させようとする。

7 B. 分析的社会研究の学習指導で注意すべきことは，

「地理的見方・考え方」を過度に位置づけて，教授す

ることである。国家・社会の本質は，政治学・経済学・

社会学など他の社会諸科学と連携して捉えたほうがよ

りよく説明できる。空間や環境の作用も無視はできな

い。しかし，そればかり肥大化させると，かえって現

代の国家・社会のメカニズムがみえなくなり，社会科

教育のねらいを果たせなくなる。

8 B. 総合的社会研究の学習指導で注意すべきことは，

他所の社会集団それ白体の理解で満足しないことであ

る。地域像・世界像の形成は通過点に過ぎない。世界

各地の国家・社会の学習を.私たちが形成する国家・

po 



I社会科地理」をめぐる論争の構同

社会の学習にいかに役立てるかを考えることが，社会

科教育のねらいの達成につながる。

インディアナ州社会科カリキュラムは， I社会の見方・

考え方」を， 2つの段階・ 2つの系統で形成している。

大きくは前述のとおり 後期中等課程の社会科学研究と，

初等・前期中等課程の社会集団研究である。後者はさら

に，個別学問の視点・方法から社会集団を断面的に切り

とり把握する「分析的社会研究」と，複数学問の視点・

方法から社会集団を構造的にトータルに捉えようとする

「総合的社会研究」に大別される。

地理は，上の 2段階2系統に対応する形で社会の見

方・考え方」育成という目的のもと 部分的ではあるが

着実に，目的整合的に位置づいている。第 1に，選択科

目として用意された独立した地理学研究(=世界地理)

である。誰の目にも明白なもっとも分かりやすい位置づ

けであろう。第 2に，表 2の縦方向に位置する，社会集

団の分析枠組みの機能を果たしている地理的研究(=地

理的関係)である。対象を捉える視点・方法の独自性に

おいて他の領域とは区別される。第 3に，表 2の横方向

に伸びる，第6/7学年に設定された東西半球の地域研

究(=グローバル研究)である。学習対象を合衆国以外

の世界の諸地域に求めている点で，すなわち，他所の国

家・社会を介して此処の国家・社会のあり方を考える間

接的な社会集団研究として構成されている点で，他の学

年とは区別される。以下，それぞれの概念における地理

教育の実際を見てゆこう。

表 3には，選択科目として用意された地理学研究の概

要を抽出した。全 7項目で構成される。地図および、地球

儀による情報収集と表現のスキルを筆頭にして，自然事

象および人文事象の分布と両者の関連性，事象の空間的

な結合と変化の諸概念、が提示される。最後には，これら

の探求法と概念を発展させ，過去・現在・未来の出来事

を理解し，意思決定に役立てることが期待されている。

基本的には，地理学固有の理論習得とその応用力の育成

が目指されているといってよい。

必修課程として広く子どもに課されている地理教育は，

単独の地理学研究よりも，むしろ(社会集団についての)

「分析的社会研究」および「総合的社会研究」の方であろ

う。前者は，地人相関の視点と空間的な子法を携えて，

社会集団の事実と特性を捉えさせることをねらいとする

もの。第 1学年から第8学年まで，対象を変えながらも，

I t也理的関係」のタイトルで一貫した配置が保証されてい

る。例えば，第 5学年の場合，合衆国の自然一人文事象の

関係を説明し，合衆国と諸外国との空間的な結びつきを

記述させる学習が指示されている。「地理的見方・考え方J

は，社会研究には欠かせない-全体の 9分の lに過ぎ

ないが一分析的アフローチの一翼を担っているわけで

ある。

一方，後者では，間接社会研究が具現された第6・7

学年の学習が該当する。図 1には第 7学年の内容編成を

図式化した。アジア・アフリカ・ CIS・中東・太平洋諸

島・オーストラリア・ニュージーランドの諸地域を対象

にして，①そこに展開する国家・社会を 6つの学問領域

の問題意識と視点を切り口に明らかにさせるとともに，

②地域の時事問題と解決策が西洋世界・国際社会に与え

ている影響を理解させる。③一連の学習を充実させるた

めに，多様な形式の資料を読み，解釈し，結果をまとめ

る技能についても習得させる。④最終的には(東洋の諸

地域と合衆国の)市民的行動と公共サービスの比較研究

を通してコミュニティーの形成者に求められる責任感と

行動力，ならびにリーダーシップのあり方を考えさせ，

表3 第9学年~第 12学年「世界地理」の内容編成

0地図とその他の探求道具

地図・地球儀，その他の道具や技術をもちいて，人間や場所，環境についての情報を収集し，処理する

O場所と地域

地域の概念(，情報を組織化し，地表面の複雑さを解釈するために，人間が構成したもの)を説明し，場所の人文的・自然

的特色を記述する

0地球の自然的パターン

地球環境の自然的特徴，すなわち，その変化と分布パターン，ならびにそれらの相互関係を理解する

O地球の人文的パターン

地球環境の人文的特色，すなわち，政治パターンや人口動態，文化モザイク，ならびに人々の土地利用を説明する

O人間と環境の相互作用

人間が自然環境にどのような影響を与えているか，どのような影響を受けているかを分析する

O移動と変化

地球の変化の持続性 人口・商品・観念の移動 ならびに永続的に変化する空間的パターンを形成している自然環境の諸

要素を具体的に示す

0地理的思考と市民性

地理的理解を応用して 過去の出来事を解釈する 現在の困難について分析し，合理的な意思決定を行う，未来の方向性

に影響を与える

lndiana Department of Education， The Social Studies Pro.斤ciencyGuide: An Aid to Curriculum of Education， 1996， pp.184-196，より作成。
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図 1 第 7学年「夕、口ーパル研究一東洋文化」の内容編成

Indiana Department of Education， The Socia! Studies Prq斤ciencyGuide: An Aid ωCurricu lum of Education， 1996， pp，98-11O，より作成。

その判断を自らの実践に結びつけることが期待されてい なお，図 1において各学問が占めるウェイトに量的な

る。第7学年の内容編成は，東洋世界の地域研究で得ら 大小がみられるのは，社会集団の解明に必要な程度に違

れた知識・技能を身近な社会集団に参加してゆく能力育 いがあるからであろう。第 7学年では，東洋世界のとく

成につなげる，総合的で間接的な社会研究になっている にアジアでみられる急激な経済成長の事実と要同・影響

わけである。 こそグローパルな「社会の見方・考え方」に直結する，
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「社会科地理」をめぐる論争の構凶

とみなされているようだ。このような社会的事象の捉え

が目標になれば，おのずと経済的視点に対する期待と比

重は高まる。経済学に限らず，政治学は西洋とは異なる

政治秩序と市民権の観念、を明らかにする上で.社会学は

個人と社会の関係，科学技術の発展や都市化の影響を捉

える上で役立つ。もちろん地理学に由来する視点・方法

も有用と考えられており 量だけで見ると経済学に次ぐ

地位が与えられている。しかし，向然環境が人々の生活

に及ぼす影響だけでは 今日の国家・社会の成り立ちは

説明できない。地域の人文的特徴(言語・民族・宗教)

や課題(食料・人口増加・エネルギー・人権等)の事実

を越えて，それらの背景やそこから派生する問題を，さ

らには隣接するシステムを解明し地域全体の構造を描か

せようとすると， 1つの学問だけでは対応できない。学

習は必然的にスコープの境界を越えて発展してゆく。事

実，インディアナ州社会科カリキュラムは，そのような

多学問的な社会研究を基盤にして成立していた。対象へ

の「深入り」を奨励し 子どもの社会認識を深めること

を優先した結果に他ならなかったペ

このようにインディアナ川社会科カリキュラムでは，

「地理的見方・考え方Jの育成は「社会の見方・考え方」

の一部として位置づいている。「地理的見方・考え方」は，

国家・社会の理解という目標のもとに，それに必要な程

度と範囲で相応の地位=学習機会が保証されていればよ

かった。とくに第 6学年~第 7学年の内容編成では，

①「地理的見方・考え方」育成を目的視せずに，それを総

合的な社会研究の手段，一部として限定的に活用する，

②他所の地域そのものの理解ではなく，私たちの社会的

な関心・問題に応える他所と此処の対話に意義を見出そ

うとする，大胆な地理教育論が提起されている。

W 社会科地理の本質

(1 ) 地理認識形成と社会認識形成

「地理主義教育論」と「社会認識教育としての地理教育」

の考え方を比較検討してきた。両論のコントラストを利

かせて，それぞれの地理指導とその論理的実際的帰結を

まとめると，以下のようになる。

9 A. I地理的見方・考え方(地理認識)J の育成を教科

の目標とすると.内容編成上では系統地理と地誌学が

圧倒的な地位を占めるようになる。「地理的見方・考え

方」の育成を推し進めると それだけ「社会の見方・

考え方」の育成の場が奪われる。そもそも，地理教育

とは地理的事象や地域について研究させる教科である，

国家・社会を研究させる教科ではない。

9 B. I社会の見方・考え方(社会認識)Jの育成を教科

の目標とすると，内容編成上では「地理的見方・考え

方」の位置づけは限定的にならざるをえない。社会科

とは，国家・社会について研究させる教科である。地

理は，他所の国家・社会の研究を通じて此処の国家・

社会の研究に寄与する「間接社会研究」として位置づ

くとき，教科目標に対する貢献の度合いは高まる。

簡潔に言うと地理主義教育論」は，地理・歴史・公

民の目標の相対的な独自性を重視する。三領域は，目標

において緩やかに異なるので それに応じて内容・対象

でも住み分けロJ能である いや住み分けるべきである。

地理は独自の目標・内容を保持した上で，国民・市民育

成への可能性を模索するのだと。

一方社会認識教育としての地理教育Jは，国民・市

民育成という教科目標を共有している限り，どんなド位

領域を設けようとも内容・対象での住み分けはありえな

い，社会科は国家・社会の学習に他ならないから。ただ，方

法にかぎ、つては-目標・内容は共有したまま一複数の

アプローチが許されてよい。すなわち，此処・現在の社

会のあり方を考えさせる直接社会研究(社会科社会)と，

他所・過去を媒介にして此処・現在の国家・社会を相対

化して捉えさせる間接社会研究(社会科地理・社会科歴

史)が成立しうる・・一.. こういうことだろう。

(2) 社会認識形成における地理教育

近代学校教育が掲げる国民・市民の育成。換言すると，

国家・社会の現状を合理的に判断し 民主的な同家・社

会の実現に向けて行動できる資質これを養うには国家・

社会のメカニズムについての誤りなき理解が欠かせない。

誤りの少ない社会認識を形成しようとすれば，社会科学

の歴史と現状がそうであるように，個別学問が得意とす

るところを活かして国家・社会を対象化し，その構造や

機能を部分的なりとも明らかにしてゆく機会を子どもに

保証することである。

実のところ国家・社会は長いこと不可解で制御不能な

存在とみなされてきた。その運命は「為政者」や「神」

に委ねるしかなかった。しかし 国家・社会のメカニズ

ムが徐々に白日のもとに晒され，国家・社会を意図的に

コントロールする知識と術が広まると，人々は上のよう

な諦観から解き放たれるようになる。これを可能にした

のが，社会科学の誕生と発展だった。同じように自然現

象を「十申秘Jの語で片付け，思考停止に陥るのでなく，

メカニズムの解明に努めてきたのが， 自然科学だ、った。

のちに社会科学は，研究対象が複雑になるにつれて，自

ら分化(歴史学・地理学・政治学・経済学・社会学・文

化人類学・心理学)を遂げてゆく。対象に迫る視点や関

心を分担しつつ，漸進的に全体像に迫ろうとした帰結

だ、った。自然科学も同様に専門分化のプロセスをたどっ

たのは言うまでもない。
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草原和博

このような社会認識と自然認識の方法論の変革は学校

教育にも波及する。子どもの精神を諦観に追いやり思考

内容を統制する教育から，子どもの精神の白立を支え批

判的な思考力を養う教育への改革である。米国の場合，

神によって創造され運命づけられた自然と社会，そこを

舞台に生きる人々の生き方を啓蒙する①博物教育と②歴

史教育は，それぞれ①自然科学教育=理科と②社会科学

教育=社会科へと再編されてきたへ

しかし，前に示した「地理主義教育論」は， このよう

な社会認識形成の論理と趨勢に 真っ向から対峠する。

国家・社会という社会的事象ではなく地理的事象を独自

の学習対象に求め，単独では国家・社会の本質に迫りき

れない地理学固有の視点・方法をとりたてて強調し，他

の社会諸科学のアプローチを排除してゆく。端的には，

「地理的見方・考え方Jの指導を拡充し，徹底すれば，そ

れだけ政治・経済・社会・文化……のシステムや問題か

ら子どもの関心を逸らすことができる。「地理的見方・考

え方」の過分な位置づけは 現代社会について子どもを

無知にする装置となりうる。その意味で，地理・歴史・

公民の三分野制は一一インディアナ州のカリキュラムと

対比すれば明白なように一社会認識形成の対極に位置

した。地理と歴史に傾斜配分された教科構造は，森分が

論証するようにへ民主的な国家・社会の形成者の育成

という教科目標から原理的に導かれるものではない，む

しろ「それとは反対の何か」を目論むものであろう o

I J也理主義教育論」は，科学的な社会認識形成を拒む点

で，ひいては国家・社会のあり方を自立的自主的に判断

できる国民・市民の育成を損なう点で，きわめて貧困な

教育論である。

(3) r社会科地理」教育論争

ここで冒頭のもう lつの問いに答えよう O 山口と草原・

森分が，ともに「公民・市民」育成をめざした「社会科

地理」を擁護しながら議論が噛み合わないのはなぜか。

それは両者の想定する「社会科地理」の意味が異なって

いたからではないか。山口は 基本的には表 1全体の

rt也理主義教育論」を受け入れる。しかし，左列の「学問

的地理学教育論」と右列の「教育的地理学教育論」との

違いを際立たせ自らは後者に立っていることを主張する，

そして前者との差別化をはかるために，持論を「社会科

地理」と称したと解される。一方，草原・森分は地理

主義教育論Jの思想、の原理的転換をはかった「社会認識

教育のための地理教育」に 「社会科地理」の本質を見出

した。これまでの論争でややもするとすれ違いが見られ

たのは，同じ言葉を使いながらも，言葉の指し示す教科

論が別物だったからである。

では， どちらの用法がより適切なのか。最終的な評価

は読者に委ねざるを得ないが， これまでの議論から推し

量ると， 11I口が擁護する「社会科地理」では，氏が述べ

るほどに公民・市民の育成が実現されないのではないか。

教育的地理学教育論といえども「地理主義教育論」の範

時内にあるので，地理的事象の分析・総合を前提にして，

どのような教育的意義が主張できるかの立論になってゆ

くO 公民・市民の育成では 草原・森分が提起する「社

会認識教育としての地理教育」が相対的には有利ではな

いかへ公民・市民に求められる知識・能力の育成にス

トレートにコミットしているのは 間接社会研究として

の地理教育と思われる。

最後に以上の検討から論理的に導かれる「地理科」と

「社会科地理」の原理的差異を命題化しておこう O

10A. 専制主義の国家体制は，子どもを為政者(神や運

命)に従属させることを支援する教育を要求する。こ

のような教育を実現しようとすれば，国家・社会の真

理から国民・市民を遠ざけ，そのメカニズムについて

知らしめないようにすればよし)0 そのためには，地理

固有の内容・対象を肥大化させて または独立させて

教授すると効果的である。このような考え方にもとづ

く教科論を地理科」とよぶ。

10B. 民主主義の国家体制は 子どもを為政者(神や運

命)から自立させることを支援する教育を要求する。

このような教育を実現しようとすれば，国民・市民が

国家・社会の真理に迫れるように，そのメカニズムを

目的的に捉えさせる教科ニ社会科が求められる。地理

とは，他所の国家・社会の理解を，此処の・私たちの

判断に役立てる社会研究の方法に過ぎない。このよう

な考え方にもとづく教科論を 「社会科地理」とよぶ。

【註】

1 )日本社会科教育学会『社会科教育研究』第 79，81， 

82， 84， 86号，に所収されている。

2)以下，山仁lの叙述に即して「社会科地理」のねらい

を語るときは，氏がもちいる「公民・市民」の語を使

いたい。山口の叙述を離れて一般論的として論ずると

きは国民・市民」の語を使う。

3) このような批判の方法は，立花希一「ポパーの批判

的方法についてJ~批判的合理主義一第 1 巻:基本的諸

問題』未来社， 2001年，などで詳述されている。

4) I地理主義」の語は，筆者及び森分孝治の造語である。

ただし，直接的間接的には，以下の文献の影響を受け

ていることを補記しておく。

① カール. R. ポパー/久野 収・市井三郎訳『歴

史主義の貧困』中央公論社， 1961年。

② 竹内啓一「ご用心，反地理学主義J~とぼろうぐ一地

理学雑記帖一』古今書院， 1993年(初出は『地理』
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「社会科地理Jをめぐる論争の構図

37巻6号， 1992年)。

5)井上征造ほか編『新しい地理授業の進め方一見方考

え方を育てる一』古今書院， 1999年。

6)例えば，吉水裕也 rr位置と分布」概念に関する問題

発見構造一日英教科書分析を通して J W新地理』第

49巻4号，で採られている。

7 )例えば，戸井田克己「小・中・高・大学の一貫的見

地からみた地理カリキュラムJW地理』古今書院，第

47巻第8号， 2002年，の提言など。

8 )学習指導要領の作成に携わった溢津文隆は，同著『新

地理授業を拓く・創る』古今書院， 2002年， p.124， 

で，地理主義教育論では社会問題をどのように遇する

か/遇していけないかを 実に端的に説明している。

「実際，地理Bの教科書や授業での環境問題の取扱いを見

てみると，むしろ「現代社会」での経験が生きており，多
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A Study on Academic Controversy about Definition of 

'Teaching Geography in Social Studies" 

Kazuhiro KUSAHARA 

(Key word: Teaching Geography in Social Studies， Controversy， Geography Education， Geographcism， Citizenship Education) 

The pur叩poseof t由hi臼sarticle iおstωo c1arify the background of academic cont仕roversyabout 

Studies"， especial1y focusing on the controversy between Yamaguchi Yukio vs‘Kusahara Kazuhiro-Moriwake Takaharu. For 

solving this issue， a framework for locating any ideas is invented， which enables us to make clear the epistemological differences 

between Geographcism education and Counter-Geographcism education. 

The conclusions are followings. 

1. They were using the same term:“Teaching Geography in Social Studies (Shakaika-Chiri)"， this term however， 

meant a different theory of Geography Education on both side. This disagreement of definition brought a complexity 

into this controversy. 

2. Yamaguchi uses 

considercd for educational context or social significance"， which intends to promote a geographical perspective. 

3. Kusahara & Moriwake use “Teaching Geography in Social Studies (Shakaika-Chiri)" as meaning of “Geography 

education for social understanding"， which intends to promote multi-disciplinary perspectives on one society. 

Based on these results， the curriculum organization & lesson plans presented by Kusahara & Moriwake are expected to be 

in more e百ectivefor citizenship education compared with Yamaguchi' s one， because citizenship education premises the learning 

by social investigation about structure， function， and issues we form， before the learning by social participation. 
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